
自転車の安全利用を推進するロゴマーク
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小学生・保護者の皆さんへ

自転車に安全に乗っているかな？
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「東京都自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例」（本文中は「東京都自転車安全利用条例」と表記）
では、自転車損害賠償保険等への加入やヘルメットの着用などの規定を設けています。 東京都  自転車条例 検 索

編集発行 東京都　　お問い合わせ 電話 03-5388-3124・3127

自転車に乗る場合は、危険な走り方を避けるとともに、側方や後方の車の動きにも十分注意しましょう。

自転車のルール・マナーをもっと詳しく学びたい方は…

東京都自転車安全学習アプリ「輪トレ」

自転車走行のバーチャル体験が可能！

アニメーション・CGで分かりやすく解説！

試験で合格証ゲット！　各種特典有！

スマホ・タブレットで利用可能！  ダウンロードはこちら▲自転車も取締りの対象となります（※14歳以上）
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歩行者が
優先よ。

並んで走ること　 
二人乗りをすること
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スマートフォンなどの
画面を見ながら運転すること
が みめん うんてん かさを差して運転すること

うんてんさ

小学５年生の少年が、坂道を自転車で下っていた際に、前方不注意
で女性に衝突。女性は頭の骨を折り、意識が戻らない状態。裁判所
は、少年の保護者に監督責任を認め、約9,500万円の賠償を命じま
した。（神戸地方裁判所、平成25年7月4日判決）

自転車側が加害者になった賠償責任の例

●自転車利用者は、自転車の利用によって生じた他人の生命又
は身体の損害を賠償する自転車損害賠償保険等に加入しなけれ
ばなりません。（東京都自転車安全利用条例第27条）

●保護者の方は、未成年のお子さんが自転車を利用するとき
は、自転車の利用によって生じた他人の生命又は身体の損害
を賠償する自転車損害賠償保険等に加入しなければなりませ
ん。（東京都自転車安全利用条例第27条の2）

自転車利用中の対人賠償事故に備える保険等は、傷害保険、火災保険、自動
車保険等の特約として契約することもできます。また、点検整備された自転車
の車体に付帯された保険（TSマーク付帯保険）もあります。既に加入している保
険等に補償が付帯している場合もありますので、確認してください。詳細は、保
険会社や保険代理店等にお問い合わせください。

自転車利用中の対人賠償事故に備える
保険等※に加入している必要があります!! 

自転車利用中に事故を起こした際には、自分がけがを
するだけでなく、相手にけがなどをさせることがあります。
万が一に備えて、保険等に加入している必要があります。
※自転車の利用によって生じた損害を賠償するための保険・共済

これはダメ ぜったいやめよう！ やめさせよう！

●自転車に乗る人はヘルメットの着用が努力義務になります。
（道路交通法第63条の11）（東京都自転車安全利用条例第19条）

ヘルメットをかぶりましょう

OK!

子どもにルールを教えましょう

●保護者の方は、その監護する未成年
者が自転車を安全で適正に利用できる
よう、必要な技能や知識を習得させる
よう努めなければなりません。
（東京都自転車安全利用条例第15条第１項）

保護者の方へ


